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昨年６月までの３年間、米国に駐在し、外から日本を眺め考える機会を得ることができたのですが、帰国後、また日々の
飛び交う仕事の中で、これらは一体、日本にとってどういった位置づけにあるのだろうと頭をかすめるのですが、何かに、
取り紛れてしまい、反省することしきりです。
随想と言う機会をいただきましたので、ちょっとだけ立ち止まってみました。

今では、CMにも登場する「構造改革」という言葉は、バブルが壊れた時から、当時の通産省が言い始めたものです。私
も、95年に課長補佐として、構造改革の具体的展開のため、2000 年までに日本経済を再建するための三段階のシナリオ（産
業構造審議会報告）を橋本通産大臣の下でまとめましたが、2002 年に入った今日、未だ、第二段階（調整期）の途半ばといっ
たところです。
率直に言って、新しい発展基盤の形成という第三段階のところに日本が入るのには、まだ時間がかかるのではと思ってお
ります。これは、最近のメディア論調や政策論でもよく出る議論ですが、「構造改革は必要だと思うけれども、その後の日
本が一体どういった形になるのかわからない。」といった疑問があり、それに対する実感のある回答は、まだできていない
のだろうと思っております。要は、構造改革プロセスを経て、何が日本経済の発展の新しい軸となるのかと言う具体的なイ
メージなり展望が見えないと言うことだと思います。

その意味で、私は、燃料電池技術を中核とした市場の発展こそが、構造改革によってスリム化した日本の新しい経済シス
テムに適応した典型的なモデルになるのではないかと強く願望しております。燃料電池だけで日本経済を支えると言ってい
るわけではありませんし、ナノテクなど他にも有力な分野があるわけですが、これから５年間ぐらいでの商業化の可能性が
高くかつ、自動車とエネルギー分野という巨大なマーケットが横たわる分野でという点では最有力であると期待しております。
こういった新市場の発展が具体的なサクセスストーリーとして語れるようになること、そこに人も金も知恵もさらに集ま
ることにより、構造改革を単なる観念ではなく、ポジティブな実感のあるものとして多くの人々に共有され、さらに改革の
方向を強める原動力につながることを目指したいと思います。

燃料電池自動車にお乗りになられた小泉総理は、「これは、いいことずくめなんだよな。問題は値段が高いと言うことだ
けなんだ。」とおっしゃられました。これは、燃料電池に限らず、新エネルギー全般に共通することです。この問題にわれ
われは、どう対応すべきでしょうか。
経済性の制約に対して、新エネルギーの分野では、技術開発、実証試験などの供給サイドに対する政策に加えて、需要サ
イドの政策、つまり実際に導入を行う当事者に直接の補助を行うという手法を組み合わせて実施しております。近年大幅に
拡大をしている新エネルギーの分野での国費の投入は、14年度予算案では、1500 億円近くにのぼりますが、そのうちこ
うした需要サイドの予算は 1000 億円近くあり、３分の２を占めております。
かつて、通産省は「幼稚産業論」と言う経済理論に基づき、供給サイドに対する支援を中心とした産業政策を推進し、戦
後の復興期に大きな貢献をしたと海外からは言われています。しかしながら今日の日本経済は、需要がリードする形に大き
く変わっています。需要サイドに選択権を与えて、より効率的な企業や技術に資源が自然に集中するメカニズムが、市場の
自立化、発展にとって一番機能すると考えられるわけです。
燃料電池や水素エネルギーで言えば、今のところ技術開発に重点があり、ハイリスクで誰も自らやらないが、うまくいけ
ば波及効果の大きい共通基盤分野に重点を絞って実施する方針としております。これから数年が、正念場、クリフハンガー
状態と言ったところです。早く実用化の段階に入り、需要サイドの政策のウェイトを高めることが目標です。

燃料電池という言葉のゴッドファーザーがどなたか知らないのですが、一般の方に燃料電池の話しをする機会が多い私と
しては、結構苦労しております。乾電池とか車のバッテリーとか身近にあるので、蓄電池のことだと誤解されています。「電
気分解の逆の原理でして」などと言った段階で 100 人中 99人がドロップしているようにも思えます。いまさら、この技術
自体の名称を変更するべきと申し上げてはおりませんが、今後、本格的な水素エネルギー利用との組合せや、そのためのパ
ブリックアクセプタンスを考えると、何か適当な呼び名が必要ではないかと感じています。
自分でも、一案を考えなければいけないと思い、唸っているのですが、H to E プロジェクトと言った名称はどうでしょうか。
水素（H）から電気エネルギー（E）を生むのだから、イー・コマースの用語でもある B to B（B2B）とか　B to C（B2C）

といった呼び方も参考にして、H to E という訳です。水を作るという意味でH2OならぬH2E と読んでも発音は同じです。
有力な対案付きの意見を募集中です。

Hitoshi　Ito

随　想 






